
配棟計画の比較検討表

滋賀県建築設計監理事業協同組合 1近江八幡市庁舎：滋賀県近江八幡市　｜　配棟計画検討資料　
｜　

3. 工事中の安全な庁舎アクセスと、避難への配慮

4. 官庁街中筋から新庁舎入口までの歩行者アクセスと正面性

5. 来庁者駐車場用地への車両アクセス計画の自由度

10. 周辺環境に与える圧迫感への配慮

7. 執務環境（日照・採光・通風への配慮等）

6. 動線計画（庁舎内動線や避難への配慮等）

8. 庁舎前広場の位置・形状（広場デザインのフレキシビリティ）

9. 周辺施設との連携（南別館・市民広場との関係）

2. 仮設工事範囲による工期・コストへの影響
※①案の仮設範囲（新庁舎外周長さ）を1とした場合の指標も示した

1. 架構計画による工期・コストへの影響

備考：いずれの計画も、眺望性に変わりなく（いずれの場合も、八幡山に
連なる山並みへの眺望を確保可能）、日射しの確保による屋根の融雪性
も（周囲に影をつくるような中高層建物は無いため）条件は同じである。

※ 図中の「新庁舎 （赤破線囲み着色）」は建物位置を示しており、
計画建物の大きさではない

提案段階で十数案の検討を行い、配置パターンを5案まで絞りこ
み、本計画において最も合理的な③の配棟計画で提案した
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総合評価

西側に寄せることで、庁舎前広場と市
民広場には一体性が生まれるが、西
側道路や住宅街に対しては圧迫感。

東西に長い壁となり、駅から
旧市街への南北軸を塞ぐこと
となる。

正面を八幡山に向けることが
出来るが、官庁街中筋から新
庁舎までの歩行動線が長い。

奥まった配置で官庁街中筋か
ら新庁舎までの歩行距離が長
く、中筋からの視認性も悪い。

奥まった位置に奥行きの深
い建物となり、日照・採光に
不利。通風も取りづらい。

南別館と新庁舎の距離が近く
視認性も高い。 庁舎前広場と
市民広場の一体的利用が可能。

南別館と新庁舎の距離が近く
視認性も高い。 庁舎前広場と
市民広場の一体的利用が可能。

東側に開放性が高く、通風と
十分な日照・採光が可能。ルー
バー等西日対策は必要。

南別館と新庁舎の距離が近く
視認性も高い。 庁舎前広場と
市民広場の一体的利用が可能。

南別館と新庁舎の距離が近く
視認性も高い。 庁舎前広場と
市民広場の一体的利用が可能。

官庁街中筋と南筋に面し、多様
なアクセス可能。正面が東側広
場に向くことで一体感持てる。

官庁街中筋と南筋に面し、多様
なアクセス可能。正面が東側広
場に向くことで一体感持てる。

官庁街中筋に面しており、歩
行者アクセス容易。税務署と
正面を合わせ連続性保てる。

東西に短く、南北軸が通り、市民
広場との一体性が生まれる。官庁
街中筋に対して、税務署と壁面を
揃えることで圧迫感を和らげる。

東西に長い壁となり、道路に対
して圧迫感。また、駅から旧市街
への南北軸を塞ぐこととなる。

東西に長い壁となり、道路に対
して圧迫感。また、駅から旧市街
への南北軸を塞ぐこととなる。

南側に開放性が高く、十分な
日照・採光が可能。南北に通
風を取りやすい。
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〇 〇〇 △官庁街中筋に沿ってまとまっ
た形状で広場を確保できる

官庁街中筋に沿ってまとまっ
た形状で広場を確保できる

官庁街中筋に沿ってまとまっ
た形状で広場を確保できる。

官庁街中筋に沿ってまとまった
形状で広場を確保できるが、新
庁舎との位置関係が悪い

現庁舎西側入口が塞がれ、南別
館へは別途通路確保が必要。
来庁者駐車場を別途確保必要。

来庁者のアクセスについて
は、本庁、南別館共に影響は
ない。

来庁者アクセスは問題ないが、来
庁者駐車場を別途確保必要。南
別館への通路も別途確保必要。

正面が塞がれることで、来庁
者通路確保が困難。来庁者
駐車場の別途確保も必要。

新庁舎工事範囲だけでなく
現庁舎への進入路や、駐車場
への経路にも仮設が必要。

四角い整形平面は架構計画
しやすく工期・コストの増加
要因とならない。

四角い整形平面は架構計画
しやすく工期・コストの増加
要因とならない。

四角い整形平面は架構計画
しやすく工期・コストの増加
要因とならない。

四角い整形平面は架構計画
しやすく工期・コストの増加
要因とならない。

新庁舎廻りで仮囲いや工事
ヤードが完結でき経済的。
仮設工事範囲の指標は1.0

新庁舎廻りで仮囲いや工事ヤ
ードが完結でき経済的。
仮設工事範囲の指標は0.9

新庁舎廻りで仮囲いや工事ヤ
ードが完結でき経済的。
仮設工事範囲の指標は0.8

面積に比して建物外周が長く
仮設範囲が広くなりコスト増。
仮設工事範囲の指標は1.3

L字平面は構造的な偏りが生
まれ、架構計画に工夫が必要
となりコスト増。

来庁者アクセスは問題ない
が、南別館へのアクセスについ
ては、別途通路の確保必要。

新庁舎が壁となり、来庁者駐
車場用地への車両動線が中
筋からは確保できない。

庁舎内動線はコンパクト。
避難については、道路、広
場に面しており合理的。

庁舎内動線はコンパクト。避
難については官庁街南筋、広
場に面しており合理的。

建物が広場に面するのは避難
上合理的だが、建物形状が細
長く庁舎内動線は非効率。

庁舎内動線はコンパクト。避
難については、道路、広場に
面しており合理的。

庁舎内動線はコンパクト。避難
については官庁街中筋、南筋、
広場に面しており合理的。

来庁者駐車場用地への車両動線が
中筋からも南筋からも確保できる。
西側空地を公用車駐車場とすれば、
車両動線の交錯ない計画が可能。

来庁者駐車場用地への車両動
線が中筋からも南筋からも確
保できる。

来庁者駐車場用地への車両動線が
中筋からも南筋からも確保できる。
西側空地を公用車駐車場とすれば、
車両動線の交錯ない計画が可能。

来庁者駐車場用地への車両動線が
中筋からも南筋からも確保できる。
西側空地を公用車駐車場とすれば、
車両動線の交錯ない計画が可能。

南側にまとまった形で広場
を確保できるが、官庁街中
筋との繋がりが希薄。

南別館と新庁舎の距離が
遠い。庁舎前広場と市民広
場が分断。

工事中のアクセスや、周辺
施設との連携に難がある。
中筋に対して新庁舎が壁と
なるため圧迫感高く、庁舎
前広場と官庁街中筋や市
民広場との連携も持たせづ
らい。本計画に不適切。

工事中のアクセスや、官庁
街中筋との関係に難があ
る。庁舎前広場と官庁街中
筋や市民広場の連携、新
庁舎と南別館の連携は持
たせやすいが、南筋への圧
迫感は解消しづらい配棟。

コンパクトな平面で仮設
工事範囲も抑えられ、庁舎
前広場も広く取れるが、執
務環境の快適性や新庁舎
と庁舎前広場の連携が難
しい建物平面形状と配置
であり、本計画に不適切。

周辺施設との連携や、執務
環境の快適性は確保でき
るが、前計画よりも面積が
減った今回の計画では、構
造的な偏りや動線の長さ
といったL字形のデメリッ
トの方が強く出てしまう。

官庁街中筋と南筋をつなぐよ
うに、新庁舎と広場を横並び
に配置することで、コンパク
ト性やアクセス性を確保しつ
つ、周辺施設との連携や執務
環境の快適性を実現しうる
メリットの多い配棟計画。

北側に開放性が高く、十分な
日照・採光が可能。南北に通
風を取りやすい。

北東側に開放性が高く、通風と
十分な日照・採光が可能。ルー
バー等西日対策は必要。
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